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第 1章 はじめに

日本語と中国語の程度副詞についての対照研究は主に時衛国(2009,p. 59)、陳建明(2011)、劉

傑(2017)によって行なわれている。時衛国(2009)が行なった研究では意味的にも互いに対応し、

比較対象の 15ペアの代表として、「あまり」と＜太 tài＞、「極めて」「非常に」と＜极 jí＞
＜非常 fēi cháng＞などを取り上げている。陳建明(2011)が行なった研究では「程度増加型副詞」

を中心に日本語「もっと」「さらに」などの 6語、中国語＜更 gèng＞＜再 zài＞などの 5 語

について考察の対象とする。劉傑(2017)では日本語の「もっと」と中国語の＜更 gèng＞を中心

に考察し、程度小の程度副詞の評価性について日本語の「多少」と中国語の＜多少 duō shǎo
＞を例に論じる。本稿は先行研究で扱われていないズット、ハルカニ、ワリニの用例とそれら

に対応する中国語を比較して、それぞれの特徴と意味機能を対照的に考察を試みるものである。

日本語の程度副詞は主に連用修飾として働く。対象とするズット、ハルカニ、ワリニの考察

に入る前に、副詞の三大下位分類：程度副詞、情態副詞、陳述副詞について、それぞれの相違

点を見る。程度副詞は情態副詞を修飾でき、大半は話し手の評価や態度を含まないが、ワリニ

とワリトは話し手の予測を含むため、程度を表わしながら評価性もある（工藤 1983）。情態

副詞は「もっとゆっくり歩いて」のように程度副詞に修飾されることがあり、[情態副詞+する]

のように動詞化される。陳述副詞は文全体修飾し、話し手の評価、態度、推量、判断などを表

わす。

第 2章 ズット、ハルカニ、ワリニと被修飾成分

三語の共通点は比較用法にある。ズットとハルカニには顕在的な（構文上は比較基準が示さ

れる、もしくは比較基準が省略されても[Y+より]を入れて成り立つ）比較の用法があり、[X
は Y+よりズット/ハルカニ+段階性の状態概念]という構文で用いられる。ワリニとワリトは潜

在的な（構文上は比較基準が示されないが、それ自体に比較の意味が含意され、[Y+より]を入

れることができない）比較表現として用いられる傾向がある。また、ズットとハルカニにはも

う一つ共通点がある。それは、二語の後ろに特殊な時空間表現（「ずっと昔から」「はるか昔

から」「ずっと遠く」「はるか遠く」など）が来ることである。

三語の相違点はいくつかある。まず、ズットにしかない用法は持続（「ずっとここにいる」

など）および空間表示（例えば、「わしらと川とのあいだには...ソ連の大型戦車がずうっと並

んでおる」）の用法である。持続表現では修飾されるものが異なると、段階性をもたない体言

（「ずっとお客」）に用いられる場合もある。また、用法上ズットは二つ重ねて用いること（「ず

っとずっと安楽な」）があり、連用修飾を受けること（「もっとずっと深い」）もある。さら

に、母音を伸ばした異表記ズウットが用いられること（「ずうっと待つ」）もある。このよう

な特徴はハルカニ、ワリニにはない。

ハルカニにしかない用法は、到達不能をイメージさせる用法である。到達不能は抽象的な空

間（「判断能力を遥かに越えていた」）と物理的な空間（「水草や藻のはるか下方」）の二種

類に分けられる。また、名詞、副詞を修飾する場合、ハルカという形で多く用いられる（「は

るか遠くのところ」「はるか昔から」）。さらに、ハルカが名詞として使われることもあるが

（「遥かの山の空」）、これはかなり珍しい用法である。

ワリニの用法には二つのパターンがある。一つは程度副詞として用いられ、ワリトはその同

義語であり、お互い入れ換えられる場合が多い。もう一つは、[形式名詞ワリ+助詞ニ]という

組み合わせで連体修飾を取る用法である。また、話し手にとって命題の予想と結果にズレがあ

る場合、話し手はワリニとワリトを使用して意外性を表わす。従って、ワリニには程度副詞で

ありながら、陳述副詞のような評価性がある。また、三語の際立った相違点は、程度副詞のズ
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ット、ハルカニ、ワリニは一つの命題の内部で二つの名詞が指すものを比較するのに対して、

[形式名詞ワリ+助詞ニ]は二つの命題間での比較だという点である。

第 3章 ズット、ハルカニ、ワリニに対応する中国語の比較表現

ズットとハルカニが比較用法として用いられる場合、それらに対応する中国語は程度副詞＜

多duō＞として訳されることが多い。構文上は[X[比Y][述語[得de+補語]]]（[Xは[Yより][連

用修飾+述語]]）のような用例が大半である。この構文で＜多＞は補語として述語の後に用い

られ、述語との関係は中国語文法でいう「述補構造」（刘月华・潘文娱・故韡 1996）に分類

される。つまり、構文から見ると、日本語におけるズットとハルカニは連用修飾として述語の

前に来るのに対して、その中国語訳は補語として述語の後にくる。

次に、ワリニが比較用法として用いられる場合、対応する中国語は程度副詞＜比较 bǐ jiào
＞に訳される用例がほとんどで、それが結ぶ述語との関係は中国語文法でいう「状述構造」と

呼ばれ、日本語ワリニが述語の前にくる点で類似している。

また、ズット、ハルカニ、ワリニの中国語訳は上述のように、日本語原文に対応する用例が

大多数だが、日本語原文が特定的（時衛国 2009）比較表現であるのに対して、その中国語訳

は非特定的（時衛国 2009）比較表現に対応するようである（少数ながらそのような用例が見

つかる）。その理由は、中国語訳には意訳が多く、またそれぞれの被修飾成分の性格によって

は日本語原文に忠実でないこともある。このことは両言語の構造上の違いが大きく影響してい

ると考えられる。

第 4章 それ以外の中国語表現

ズットの持続用法に関してその対応訳は大半＜一直 yìzhí＞＜始终 shǐzhōng＞であり、状況

語として述語の前に置かれる。空間用法の場合、ズウットの対応訳も状況語として述語の前に

来る。ズットによって修飾される成分は日中の構文上、対応する用例がほとんどであるが、持

続用法で日本語のほうは直接、名詞（例えば(4.1-6)＜客人 kèrén（お客）＞）を修飾しうるの

に対して、その中国語訳は直接、名詞を修飾することができず、必ず be動詞＜是 shì（である）

＞を介し、＜是客人（お客である）＞という構造にしてはじめて修飾が成り立つ。このような

特徴は他の品詞を修飾する場合には見当たらない。

ハルカニの到達不能用法に関しては、ハルカが名詞を修飾するのに対して、その中国語訳は

副詞として動詞を修飾する用例もあれば、形容詞として名詞を修飾する例もある。しかも、そ

れらの品詞は日本語には必ずしも対応しない。中国語の対応訳が副詞とする場合、文では状況

語として働き、動詞を修飾する。この場合、＜远/远远 yuǎn/yuǎn yuǎn＞と訳される場合が多

い。形容詞の働きをする場合、文のなかで限定語として働き、名詞を修飾する。

[形式名詞ワリ+助詞ニ]の組み合わせに対応する中国語は機能上、①副詞、②接続詞（連詞）、

③異なる二つの副詞の組み合わせ、④副詞と接続詞（連詞）の組み合わせである。いずれも句

と句/文と文を繋いで逆接関係を表わす役割を担い（馬真・郭春貴 2001）、意外性のニュアン

スを表わすものであり、日本語で[形式名詞ワリ+助詞ニ]の担う機能に類似する。

以上をまとめると、程度副詞ズット、ハルカニ、ワリニの共通点は比較用法であり、それら

と述語との関係は日本語では[連用修飾+述語]であるのに対して、中国語では「状述構造」（つ

まり、[状況語+述語]構造）に対応する。そのほか、ズット、ハルカニの中国語訳には「述補

構造」「状述補構造」のような構文が用いられる。比較用法以外、三語の中国語訳はそれぞれ

に特徴が見られるが、まとめることは難しいため一概には言えない。
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